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〔
法
的
規
律
以
前
に
〕

ド
イ
ツ
と
日
本
で
の
企
業
結
合
の
あ
り
方
は
事
実
上
ど
う
違
う
の
か

正
ク
則ン
ツ
訳

日
本
法
の
視
角
か
ら
ド
イ
ツ
企
業
結
合
法
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
に
は
、
ま
ず
ド
イ
ツ
と
日
本
で
の
企
業
結
合
の
構
造
的
相
違
を
明
ら
か
に

(1) 

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
日
本
経
済
の
特
徴
は
、
相
互
に
株
式
を
持
ち
合
う
ネ

l
ッ
ト
ワ

1
ク
で
あ
る
八
つ
の
巨
大
企
業
グ
ル

l

(
2
)
 

一
般
に
「
系
列
L

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
各
々
の
企
業
グ

プ
の
存
在
で
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
巨
大
企
業
グ
ル
ー
プ
は
、

ル
ー
プ
に
属
す
る
企
業
は
、

ほ
と
ん
ど
考
え
得
る
限
り
の
総
て
の
産
業
部
門
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
又
そ
れ
等
の
グ
ル
ー
プ
は
、
各
々
の
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中
心
と
な
る
銀
行
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
等
の
八
つ
の
グ
ル
ー
プ
|
|
三
菱
、
三
井
、
住
友
、
扶
蓉
、
第
一
勧
銀
、
三
和
、
東
海
、
日

(3) 

本
興
業
銀
行
|
!
ー
は
、
日
本
の
払
込
済
会
社
資
本
の
約
三
分
の
一
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
一
九
九

O
年
で
は
、
日
本
経
済
の
売
上
と
純
益

(
4
)
 

の
約
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
こ
れ
等
の
グ
ル
ー
プ
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
々
の
グ
ル
ー
プ
内
で
は
、
独
禁
法
の
禁
止
の
為
完
全
な
支
配

昔

日間

的
株
式
の
取
得
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
非
常
に
強
固
な
結
び
つ
き
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
同
時
に
目
を
引
く
の
は
、
日
本
で
は

結
合
企
業
問
の
株
式
取
得
率
は
わ
ず
か
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
事
実
で
す
。
で
す
か
ら
、
日
本
で
の
株
式
持
ち
合
い
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
合
の
特
徴
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
多
く
の
企
業
が
相
互
に
株
式
を
取
得
し
、
各
々
の
グ
ル
ー
プ
内
で
の
株
式
取
得
率
は
平
均

(5) 

二
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
工
合
に
企
業
が
緊
密
に
結
合
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
。

日
本
で
の
企
業
結
合
の
構
造
が
以
上
の
よ
う
で
あ
る
理
由
は
、

一
九
四
五
年
以
後
の
ア
メ
リ
カ
の
占
領
軍
に
よ
る
日
本
の
巨
大
コ
ン
ツ
エ

yレ
J〆

(
「
財
閥
」
)

の
解
体
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

ド
イ
ツ
で
も
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
勝
利
を
収
め
た
連
合
国
に
よ
っ
て
確
か
に
巨
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
解
体
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
例

(
6
)
 

日
本
の
「
独
禁
法
」
の
よ
う
な
法
律
は
、
ド
イ
ツ
に
は
導
入

え
ば
、

I

G
フ
ア
ル
ペ
ン
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
ド
イ
ツ
で
は
今
日
で
も
、

一
つ
屋
根
の
下
で
あ
る
程
度
垂
直
構
造
を
持
っ
た
企
業
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る

の
で
す
。
こ
う
い
っ
た
上
下
関
係
に
あ
り
し
か
も
同
時
に
多
数
の
部
門
を
持
つ
場
合
も
あ
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
例
と
し
て
、
例
え
ば
ダ
イ
ム

ラ

l
・
ベ
ン
ツ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
こ
の
様
な
企
業
グ
ル
ー
プ
内
で
は
、
同
一
平
面
で
の
水
平
的
企
業
結
合
は
稀
で

あ
り
、
親
子
会
社
と
い
う
垂
直
の
結
合
が
普
通
な
の
で
す
。
但
し
断
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
私
は
決
し
て
こ
こ
で
、
相
互
株
式
持
ち
合
い
が

ド
イ
ツ
で
は
お
よ
そ
あ
り
得
な
い
、

と
い
う
印
象
を
与
え
よ
う
と
い
う
意
図
は
な
い
の
で
す
。
株
式
会
社
法
一
九
条
の
規
定
に
も
あ
る
よ
う

に
、
相
互
株
式
持
ち
合
い
と
い
う
現
象
は
ド
イ
ツ
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
典
型
は
、

V
I
A
G
・
A

G

株
式
会
社
)

イ
エ
ル
ン
ヴ
エ
ル
ク
・

A

G

(
株
式
会
社
)

ド
イ
ツ
で
の
そ
う
い
っ
た
企
業
結
合
の
経
済
的
意
味
は
、

と
の
企
業
結
合
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

北法47(2・374)776
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日
本
の
企
業
グ
ル
ー
プ
内
の
系
列
構
造
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、

ド
イ
ツ
株
式
会
社
法
の
垂
直
構
造
に
あ
て
ら
れ
た
規

律
、
具
体
的
に
は
株
式
会
社
法
一
五
条
以
下
の
企
業
結
合
法
の
基
本
的
定
義
規
定
か
ら
も
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
企
業

結
合
間
の
関
係
の
緊
密
さ
に
応
じ
た
段
階
付
け
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

E 

企
業
結
合
の
あ
り
方

1 

総
説

株
式
会
社
法
一
五
条
以
下
の
企
業
結
合
の
定
義
規
定
は
、
次
の
通
り
で
す
。

※
他
の
企
業
の
過
半
数
株
式
を
支
配
す
る
企
業
(
株
式
会
社
法
二
ハ
条
)

※
従
属
的
及
び
支
配
的
会
社
(
株
式
会
社
法
一
七
条
)

※
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
及
び
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
企
業
(
株
式
会
社
法
一
八
条
)
、

そ
し
て
、

※
相
互
に
株
式
を
持
ち
合
う
会
社
(
株
式
会
社
法
一
九
条
)

ドイツ企業結合法の基本的d性格

過
半
数
支
配

2 株
式
会
社
法
二
ハ
条
に
言
う
過
半
数
支
配
と
は
、
法
的
に
は
別
個
の
独
立
し
た
企
業
の
株
式
の
過
半
数
が
他
の
会
社
に
帰
属
す
る
か
、
或

い
は
議
決
権
の
過
半
数
が
他
の
会
社
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
場
合
で
す
。
で
す
か
ら
、
株
式
会
社
法
一
六
条
の
意
味
で
の
過
半
数
支
配
は
、
資

本
の
過
半
数
に
よ
っ
て
も
、
定
款
で
株
式
割
合
と
は
異
な
っ
た
議
決
権
の
定
め
を
置
く
こ
と
で
も
実
現
さ
れ
る
の
で
す
。
過
半
数
資
本
の
計

(
7
)
 

算
で
は
、
株
式
保
有
の
名
目
的
割
合
が
出
発
点
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
そ
の
際
に
持
株
割
合
に
は
当
該
会
社
に
帰
属
す

る
株
式
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
会
社
に
従
属
す
る
会
社
或
い
は
信
託
的
に
そ
の
会
社
の
為
に
働
い
て
い
る
他
社
の
保
有
す
る
株
式
も
加
算
さ

れ
る
占
…
な
の
で
す

(
株
式
会
社
法
二
ハ
条
四
項
)
。

北法47(2・375)777
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3 

従
属
的
及
び
支
配
的
会
社

北法47(2・376)778

株
式
会
社
法
が
従
属
的
企
業
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
あ
る
企
業
が
他
の
企
業
に
直
接
又
は
間
接
に
支
配
的
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
場
合
で

吾1>-
両岡

す

(
株
式
会
社
法
一
七
条
一
項
)
。
特
に
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
株
式
会
社
法
一
七
条
二
項
の
規
定
で
、
同
条
に
よ
る
と
或
る
企
業
は

そ
の
企
業
の
株
式
の
過
半
数
を
保
有
す
る
企
業
に
従
属
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

但
し
、
株
式
会
社
法
一
七
条
二
項
の
推
定
に
は
反
証
が
可
能
で
す
。
過
半
数
株
式
を
保
有
す
る
会
社
が
株
式
保
有
に
基
づ
い
て
支
配
す
る

(
8
)
 

可
能
性
が
、
例
外
的
に
は
存
在
し
な
い
と
き
は
、
過
半
数
株
式
取
得
が
従
属
関
係
に
つ
な
が
ら
な
い
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
す
。
特
に

監
査
役
の
選
任
に
過
半
数
以
上
の
特
別
多
数
が
必
要
と
さ
れ
る
と
き
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

私
が
実
務
上
取
扱
っ
た
例
に
即
し
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
或
る
株
式
会
社
が
我
々
の
事
務
所
の
委
頼
人
た
る
株
式
会
社
の
五

0
・
一
パ

l

セ
ン
ト
の
株
式
を
取
得
し
ま
し
た
。
株
式
取
得
し
た
会
社
は
、
先
買
権
の
取
得
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
株
式
の
取
得
を
確
か
な
も
の
に
し
よ

う
と
希
望
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
交
渉
の
結
果
は
、
先
買
権
の
取
得
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
我
々
の
顧
客
の
定
款
は
、
監
査
役
の
選

任
に
四
分
の
三
の
多
数
を
必
要
と
す
る
と
規
定
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
の
ケ

l
ス
で
は
、
株
式
取
得
し
た
会
社
は
確
か
に
名
目
資
本
の

過
半
数
は
取
得
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
監
査
役
会
を
文
配
で
き
ず
、
従
っ
て
間
接
的
に
経
営
を
支
配
し
、
我
々
の
顧
客
た
る

会
社
を
支
配
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
当
該
ケ

l
ス
で
は
、
こ
の
二
つ
の
株
式
会
社
問
に
従
属
関
係
は
存
在
し
な
い

]
と
に
な
り
ま
す
。

株
式
保
有
に
基
づ
く
従
属
関
係
以
外
に
も
、
株
式
会
社
法
二
九
条
一
項
に
言
う
支
配
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
き
に
も
、
会
社
間
の
従
属
関

係
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
支
配
契
約
は
実
務
上
は
も
っ
ぱ
ら
、

い
わ
ゆ
る
支
配
・
利
益
引
渡
契
約
と
い
っ
た
形
で
あ
ら
わ
れ
る
の

で
す
。
支
配
・
利
益
引
渡
契
約
の
締
結
の
主
な
動
機
は
、
税
法
上
の
特
典
の
利
用
の
為
な
の
で
す
が
、
そ
れ
が
用
い
ら
れ
る
の
は
当
該
契
約

(9) 

当
事
者
が
一

O
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
親
子
会
社
の
関
係
に
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
う
し
た
場
合
は
、
株
式
会
社
法
一
七
条



に
言
う
従
属
関
係
も
認
め
ら
れ
る
の
が
普
通
な
の
で
す
。

4 

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

単
一
の
企
業
が
複
数
の
企
業
の
意
思
決
定
を
す
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
、
最
も
緊
密
な
企
業
結
合
で
し
ょ
う

(
株
式
会
社
法
一
八
条
)
。

但
し
、
株
式
会
社
法
一
人
条
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
規
定
の
意
味
は
あ
ま
り
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
の
重
要
な
効
果
は
、
既
に
株
式
会

社
法
一
七
条
で
単
な
る
従
属
関
係
が
あ
る
だ
け
で
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
後
に
ふ
れ
る
こ
と
と
し
ま

す
株
式
会
社
法
一
八
条
で
は
、
従
属
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

株
式
会
社
法
一
八
条
一
項
)
及
び
並
列
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

同
二
項
)

が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

従
属
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
い
う
の
は
、
単
一
又
は
複
数
の
企
業
が
、
他
の
単
一
の
支
配
的
企
業
の
一
元
的
指
揮
下
に
統
轄
さ
れ
て
い
る
こ
と

ドイツ企業結合法の基本的性格

一
一
冗
的
指
揮
の
解
釈
に
あ
た
り
、
判
例
は
非
常
に
広
い
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
概
念
を
出
発
点
と
し
て

一
元
的
指
揮
の
認
定
の
重
要
な
手
掛
り
は
、
支
配
的
企
業
と
従
属
的
企
業
の
企
業
経
営
が
人
的
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
見
す
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
、
全
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
傘
下
の
企
業
の
統
一
的
財
政
プ
ラ
ン
の
存
在
で
す
。
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
下
の
企

(
日
)

業
の
内
、
契
約
に
よ
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
事
実
上
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
が
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。
契
約
に
よ
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
は
、
株
式

で
す
(
株
式
会
社
法
一
八
条
一
項
一
文
)
。

(
叩
)

い
ま
す
。

会
社
法
二
九
一
条
の
支
配
契
約
に
よ
り
一
元
的
指
揮
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
か
、
株
式
会
社
法
三
一
九
条
に
よ
り
或
る
企
業
が
他
の
企
業

に
編
入
さ
れ
て
い
る
場
合
で
す
。

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
支
配
的
企
業
は
従
属
的
企
業
の
取
締
役
会
に
会
社
の
指
揮
に
つ
き
指
図
す
る
こ
と

北法47(2・377)779

が
で
き
る
の
で
す

(
株
式
会
社
法
二
一

O
八
条
一
項
、
二
一
二
三
条
一
項
)
。
支
配
契
約
も
編
入
も
な
い
場
合
は
、

い
わ
ゆ
る
事
実
上
の
コ
ン
ツ

エ
ル
ン
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
こ
の
事
実
上
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
い
う
概
念
は
、
非
常
に
広
く
解
さ
れ
て
お
り
、
支
配
的
企
業
が
従
属
的
企

業
に
事
実
上
の
指
揮
を
行
っ
て
い
る
総
て
の
場
合
を
含
ん
で
い
る
の
で
す
。



説

株
式
会
社
法
一
八
条
一
項
の
並
列
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
従
属
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
区
別
す
る
の
は
、
前
者
で
は
統
一
的
指
揮
が
存
在
し
て
い
て

(ロ)

も
企
業
相
互
間
に
従
属
関
係
が
な
い
と
い
う
一
事
に
よ
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
こ
の
点
で
注
意
し
て
欲
し
い
の
は
、
統
一
的
指
揮
を
定
め
る

吾ム
白岡

契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
て
も
、
双
方
の
企
業
問
に
従
属
関
係
が
な
け
れ
ば
、
株
式
会
社
法
二
九
一
条
に
言
う
支
配
契
約
は
結
ぼ
れ
て
は
い
な

い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

最
後
に
一
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
株
式
会
社
法
一
八
条
一
項
コ
一
文
は
従
属
的
企
業
と
支
配
的
企
業
と
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
形
成
し

て
い
る
と
推
定
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
推
定
は
、
株
式
会
社
法
一
七
条
に
言
う
従
属
関
係
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
元
的
指
揮
は
存

在
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
主
張
し
、
又
必
要
が
あ
れ
ば
そ
の
証
明
を
し
た
と
き
に
だ
け
破
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
し
か
し
、
判
例

は
非
常
に
広
い
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
概
念
に
依
拠
し
て
い
ま
す
か
ら
、
実
務
上
は
株
式
会
社
法
一
八
条
一
項
三
文
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
推
定
の
反
証

が
滅
多
に
成
功
し
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

5 

相
互
株
式
持
合

ド
イ
ツ
法
の
規
定
す
る
最
後
の
企
業
結
合
の
形
態
は
、
今
一
つ
株
式
会
社
法
一
九
条
の
相
互
株
式
持
合
企
業
で
す
。
そ
の
例
と
し
て
は
、

先
に

V
I
A
G
-
A
G
と
バ
イ
エ
ル
ン
ヴ
エ
ル
ク
・

A
G
問
の
株
式
持
合
を
示
し
て
お
き
ま
し
た
。
保
険
会
社
の
間
で
も
、
相
互
様
式
持
合

は
頻
繁
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(
再
保
険
と
同
様
の
機
能
を
は
た
し
て
い
る
)
。

株
式
相
互
持
合
と
い
う
の
は
、
企
業
が
互
い
に
相
手
方
の
最
低
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
株
式
を
取
得
し
て
い
る
場
合
で
す
(
株
式
会
社

法
一
九
条
一
項
)
。
相
互
株
式
持
合
が
過
半
数
に
到
る
か
、

一
方
の
企
業
が
他
方
に
支
配
的
影
響
力
を
行
使
し
て
い
る
と
き
に
は
、

い
わ
ゆ

る
特
別
相
互
持
ム
口
と
し
て
、
株
式
会
社
法
一
九
条
二
項
か
ら
四
項
の
特
別
規
定
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

6 

そ
の
他
の
企
業
契
約

こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
他
に
、
株
式
会
社
法
二
九
二
条
一
項
は
、
利
益
共
同
体
、
利
益
一
部
持
出
契
約
、
及
び
経
営
賃
貸
借
乃
至
経
営
委
譲

北法47(2・378)780



契
約
に
言
及
し
て
い
ま
す
が
、
以
下
で
は
こ
れ
等
の
企
業
契
約
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

而
出

効
果

さ
て
以
上
述
べ
た
企
業
結
合
の
分
類
に
従
っ
て
、
各
々
異
な
っ
た
法
効
果
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
以
下
各
々
の
企
業
結
合
に

即
し
て
各
々
の
法
効
果
を
示
す
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

l 

過
半
数
支
配

株
式
会
社
法
二
ハ
条
の
過
半
数
支
配
の
最
も
重
要
な
効
果
は
、
株
式
会
社
法
一
七
条
二
項
の
従
属
関
係
の
推
定
で
し
ょ
う
。
過
半
数
支
配

が
あ
る
と
き
は
、
過
半
数
支
配
さ
れ
て
い
る
企
業
の
過
半
数
支
配
す
る
企
業
へ
の
従
属
関
係
が
推
定
さ
れ
る
の
で
す
。

ドイツ企業結合法の基本的性格

株
式
会
社
法
五
六
条
二
項
は
、
他
の
株
式
会
社
の
過
半
数
支
配
下
に
あ
る
会
社
は
、
支
配
会
社
の
株
式
を
設
立
又
は
増
資
に
あ
た
っ
て
引

き
受
け
て
は
な
ら
な
い
、
と
定
め
て
い
ま
す
。
支
配
株
式
会
社
の
設
立
の
際
に
従
属
会
社
が
そ
の
株
式
を
引
き
受
け
る
の
は
不
可
能
で
す
か

(
日
)

ら
、
同
条
の
文
言
は
余
計
な
こ
と
に
言
及
し
て
い
ま
す
。
考
え
得
る
の
は
、
増
資
に
よ
る
新
株
の
引
受
の
場
合
だ
け
で
す
。
過
半
数
支
配
下

に
あ
る
企
業
に
よ
る
株
式
引
受
の
禁
止
は
、
資
本
会
社
の
服
す
る
資
本
充
実
の
原
則
か
ら
の
要
請
な
の
で
す
。
但
し
、
こ
の
原
則
は
充
分
に

守
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
と
い
う
の
も
株
式
会
社
法
五
六
条
二
項
は
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
株
式
保
有
は
何
等
問
題
は
な
い
と
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
同
条
の
禁
止
に
違
反
し
て
も
引
受
は
無
効
と
な
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
登
録
裁
判
所
は
増
資
の
登
記
を
拒
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
株
式
会
社
法
五
六
条
四
項
に
よ
り
、
取
締
役
全
員
が
全
額
払
込
の
義
務
を
負
い
ま
す
。
責
任
が
免
除
さ
れ
る
の
は
、

北法47(2・379)781

取
締
役
に
過
失
が
な
い
と
き
、
或
い
は
従
属
会
社
が
払
込
を
行
っ
た
と
き
で
す
。

最
後
に
ふ
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
過
半
数
支
配
下
の
企
業
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
統
轄
す
る
上
級
会
社
の
株
式
を
、

そ
れ
程



説

厳
し
い
例
外
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
と
も
か
く
例
外
的
場
合
(
株
式
会
社
法
七
一
条
d
二
項
が
指
示
す
る
七
一
条
一
項
一
口
す
か
ら
五
号
及
び
同

条
二
項
)
以
外
、
取
得
、
保
有
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
の
で
す
。

ロI
両岡

2 

従
属
性

上
級
会
社
の
株
の
引
受
、
取
得
を
禁
じ
た
株
式
会
社
法
五
七
条
二
項
、
七
一
条
d
が
、
従
属
企
業
が
密
接
に
結
合
し
て
い
る
場
合
に
も
同

様
に
適
用
さ
れ
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

支
配
契
約
を
伴
わ
ず
単
に
従
属
関
係
だ
け
が
認
め
ら
れ
る
と
き
の
最
も
重
要
な
効
果
は
、
株
式
会
社
法
三
一
一
条
か
ら
二
二
八
条
に
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
規
定
は
、
支
配
企
業
に
対
し
従
属
企
業
に
不
利
な
取
引
或
い
は
不
利
益
を
生
ず
る
措
置
を
と
る
よ
う
う
な
が
す
こ
と

を
禁
じ
て
い
ま
す
。
同
規
定
に
違
反
す
る
と
、

ま
ず
支
配
企
業
は

〔
従
属
企
業
に
生
じ
た
〕
不
利
益
を
賠
償
す
る
義
務
を
負
い
ま
す
。
賠
償

は
原
則
と
し
て
、

そ
の
不
利
益
が
与
え
ら
れ
た
営
業
年
度
内
に
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
外
的
に
不
利
益
の
賠
償
が
同
営
業
年
度
内

に
行
な
わ
れ
な
い
と
き
は
、
遅
く
と
も
同
年
度
末
ま
で
に
何
時
ど
の
様
な
方
法
で
不
利
益
が
補
償
さ
れ
る
の
か
を
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す

(
M
)
 

(
株
式
会
社
法
一
一
一
一
一
条
)
。
不
利
益
補
償
は
原
則
と
し
て
利
益
の
提
供
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
但
し
、
こ
れ
ま
で

で
わ
か
っ
て
い
る
限
り
で
は
、
株
式
会
社
法

一
条
の
損
失
補
償
は
実
務
上
二
次
的
な
役
割
し
か
果
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
も
っ
と
重
要
な
の
は
、
与
え
ら
れ
た
不
利
益
が
利
益
の
提
供
に
よ
り
補
償
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
生
ず
る
、
株
式

会
社
法
三
一
七
条
の
損
害
賠
償
義
務
の
存
在
で
す
。

(
日
)

そ
の
際
特
に
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
利
益
提
供
と
損
害
賠
償
と
で
は
給
付
内
容
が
異
な
る
点
で
す
。
損
害
賠
償
は
基
本
的
に
民

法
典
二
四
九
条
以
下
の
原
状
回
復
の
規
定
に
よ
る
こ
と
と
な
り
、
原
則
と
し
て
単
な
る
利
益
提
供
よ
り
も
賠
償
範
囲
は
広
く
な
り
ま
す
。
又
、

算
定
の
基
準
時
も
、
損
失
補
償
と
損
害
賠
償
と
で
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。

3 

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
企
業
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コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
企
業
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
株
式
会
社
法
五
六
条
二
項
、
七
一
条
d
の
制
限
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
実
務
で
は
例
外
な
く
利
益
持
出
契
約
と
と
も
に
締
結
さ
れ
て
い
る
支
配

(
凶
)

契
約
に
対
し
て
、
株
式
会
社
法
コ
一

O
O
条
以
下
は
従
属
会
社
、
従
属
会
社
の
部
外
株
主
、
会
社
債
権
者
に
一
定
の
保
護
を
与
え
て
い
ま
す
。

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
結
束
維
持
の
最
も
重
要
な
道
具
立
て
、

株
式
会
社
法
三

O
二
条
に
よ
る
と
、
支
配
会
社
は
支
配
・
利
益
持
出
契
約
を
結
ん
だ
場
合
、
被
支
配
会
社
に
毎
年
契
約
期
間
中
に
生
じ
た
年

次
欠
損
を
、
欠
損
が
任
意
準
備
金
か
ら
の
引
き
出
し
で
つ
ぐ
な
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
補
償
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
損
失
引
受
請
求

権
以
外
に
も
、
支
配
会
社
は
、
支
配
・
利
益
持
出
契
約
の
終
了
後
に
従
属
会
社
の
債
権
者
に
対
し
て
、

そ
の
債
権
が
支
配
・
利
益
持
出
契
約

の
終
了
が
商
業
登
記
簿
に
記
入
さ
れ
る
以
前
に
生
じ
た
限
り
で
、
担
保
提
供
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

株
式
会
社
法
三

O
三
条
)
。
支
配

利
益
持
出
契
約
の
締
結
も
商
業
登
記
簿
に
記
入
さ
れ
る
の
で
す
か
ら
、
従
属
会
社
の
債
権
者
の
自
己
の
取
引
相
手
方
の
背
後
に
は
強
力
な
コ

(
げ
)

ン
ツ
エ
ル
ン
親
会
社
が
あ
る
と
い
う
信
頼
は
保
護
さ
れ
る
に
値
す
る
の
で
す
。

自
身
は
支
配
企
業
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
株
主
を
、
部
外
株
主
と
言
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
部
外
株
主
は
、
株
式
会
社

法一二

O
四
条
に
よ
り
利
益
持
出
契
約
の
為
に
従
属
会
社
に
配
当
可
能
な
利
益
が
残
ら
な
か
っ
た
と
き
は
妥
当
な
補
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ドイツ企業結合法の基本的性格

る
の
で
す
。
補
償
額
は
従
前
の
会
社
の
配
当
状
況
と
将
来
の
配
当
見
込
と
を
手
掛
り
に
し
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
補
償
は
、
支
配
・
利
益
持
出

契
約
締
結
時
に
そ
の
契
約
中
で
定
め
ら
れ
て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
補
償
義
務
を
伴
わ
な
い
支
配
・
利
益
持
出
契
約
は
無
効
と
な
り
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
補
償
義
務
の
他
に
、
支
配
・
利
益
持
出
契
約
で
は
、
部
外
株
主
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
適
正
な
対
価
で
株
式
を
買
い
と
る
べ

き
支
配
会
社
の
義
務
も
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
補
償
は
、

そ
の
ケ

l
ス
に
応
じ
て
、
支
配
会
社
の
株
式
の
提
供
又
は
現
金
で
与
え

ら
れ
ま
す
。百

そ
の
他
の
法
領
域
へ
の
影
響
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E見

貸
借
対
照
表

株
式
会
社
法
以
外
の
分
野
で
の
企
業
結
合
に
関
す
る
最
も
重
要
な
法
効
果
の
一
つ
は
、
企
業
結
合
の
内
容
を
年
度
末
に
は
特
に
取
り
出
し

l 

ヨ也
白岡

て
明
ら
か
に
し
て
お
く
義
務
が
あ
る
こ
と
で
す
。

ま
ず
必
ず
申
告
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
が
、
株
式
会
社
法
一
五
条
以
下
が
規
定
す
る
ど
の
種
の
企
業
結
合
が
行
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
特
に
明
ら
か
に
し
て
お
く
べ
き
は
、

そ
の
都
度
そ
の
都
度
の
結
合
企
業
問
の
株
式
割
合
、
貸
出
、
及
び
結
合
企
業
へ
の
債
務
で

す
。
商
法
典
二
四
二
条
以
下
の
連
結
決
算
に
あ
て
ら
れ
た
規
定
の
適
用
で
注
意
す
べ
き
は
、

そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
結
合
企
業
の
概
念
が
、

株
式
会
社
法
二
五
条
以
下
と
は
異
な
っ
た
意
味
を
持
っ
て
い
る
点
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
商
法
典
第
三
編
(
商
法
典
二
四
二
条
以
下
)
で
は
、

(
凶
)

一
九
八
五
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
指
令
に
よ
っ
て
新
規
定
(
い
わ
ゆ
る
、
貸
借
対
照
表
法
)
が
加
え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共

同
体
内
で
用
い
ら
れ
る
概
念
は
、

ド
イ
ツ
国
内
法
の
部
分
的
に
は
数
十
年
前
か
ら
の
定
義
と
一
致
し
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
す
。
又
こ
う

い
っ
た
例
か
ら
判
然
と
す
る
の
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
調
和
そ
れ
自
体
は
歓
迎
さ
る
べ
き
こ
と
で
は
あ
る
が
、
各
国
の
囲
内
法
故
に
連
合

内
の
加
盟
国
間
の
圏
内
経
済
法
の
調
和
は
困
難
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事
態
な
の
で
す
。

以
上
の
決
算
報
告
書
の
規
定
の
内
で
一
番
重
要
な
の
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
存
在
の
記
帳
義
務
で
す
が
、
こ
れ
は
過
半
数
支
配
が
生
じ
て
い

れ
ば
そ
こ
で
既
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
(
商
法
典
二
九

O
条
)
。
で
す
か
ら
株
式
会
社
法
一
七
条
の
要
件
が
備
わ
っ
た
と
き
は
、

ツ
エ
ル
ン
の
存
在
が
記
帳
さ
れ
る
の
が
原
則
で
す
。
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
場
合
は
、
親
会
社
と
子
会
社
総
て
が
キ
チ
ン
と
記
帳
さ
れ
な
く
て
は

(
印
)

な
り
ま
せ
ん
(
い
わ
ゆ
る
、
連
結
決
算
)
。
完
全
連
結
決
算
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
が
存
在
す
る
と
き
は
、
親
会
社
の
年
度

(
初
)

そ
の
時
々
の
株
式
割
合
に
か
か
わ
ら
ず
ま
と
め
て
記
帳
さ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

末
決
算
は
子
会
社
の
年
度
末
決
算
と
と
も
に
、

資
本
会
社
の
年
度
末
決
算
の
公
示
原
則
に
照
ら
せ
ば
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
形
成
は
ド
イ
ツ
法
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
広
い
範
囲
の
コ
ン
ト
ロ

l

ル
下
に
公
示
を
通
し
て
も
服
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
す
ぐ
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
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経
営
組
織
法

最
後
に
、

2 

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
内
で
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
企
業
内
の
全
経
営
協
議
会
の
結
合
に
よ
り
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
経
営
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る

ベ
き
点
に
も
言
及
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
但
し
、

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
協
議
会
設
立
の
前
提
は
、
株
式
会
社
法
一
八
条
一
項
に
言
う
従
属

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
成
立
で
す
。
こ
う
い
っ
た
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
協
議
会
を
作
る
こ
と
で
、

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
規
模
で
の
被
用
者
の
経
営
組
織
法
上

の
決
定
権
が
保
障
さ
れ
る
の
で
す
。

さ
ら
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
囲
内
会
社
が
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
作
っ
て
い
る
と
き
は
、

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
内
の
被
用
者
の
経
営
共

同
決
定
権
も
同
時
に
保
障
さ
れ
ま
す
。
全
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
企
業
の
合
計
が
二
疋
の
規
模
に
達
し
た
と
き

(
幻
)

者
)
は
、
被
用
者
の
代
表
者
が
支
配
企
業
の
取
締
役
会
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

(
原
則
と
し
て
二

0
0
0
人
の
被
用

V 

結
語
と
展
望

ドイツ企業結合法の基本的性格

さ
て
短
い
時
間
の
問
に
、

ド
イ
ツ
企
業
結
合
法
を
鳥
観
し
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
企
業
結
合
法
の
特
徴
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
内

の
上
下
関
係
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
点
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
う
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
出
発
点
と
し
て
、
部
外
株
主

つ
ま
り
第
三
者
の
保
護
を
視
野
に
収
め
る
と
い
う
効
果
が
導
か
れ
て
く
る
の
で
す
。
ド
イ
ツ
企
業
結
合
法
の
こ
う
い
っ
た
立
法
目
的
か
ら
は
、

通
知
義
務
及
び
株
主
の
み
な
ら
ず
公
衆
に
対
す
る
企
業
年
度
末
決
算
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
存
在
を
透
明
な
も
の
に

す
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

但
し
、

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
維
持
、
形
成
を
難
し
く
す
る
規
定
が
存
在
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
企
業
結
合
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
あ
り

ド
イ
ツ
経
済
で
は
集
中
が
進
行
中
な
の
で
す
。
こ
う
い
っ
た
過
程
は
、

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
又
は
そ
れ
に
代
る
カ
ル
テ
ル
法

ま
せ
ん
。
逆
に
、

北法47(2・383)785
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に
よ
っ
て
も
防
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
す
。

さ
ら
に
、
有
限
会
社
へ
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
の
適
用
可
能
性
も
非
常
に
重
要
な
課
題
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
法

論

規
定
は
存
在
せ
ず
、
株
式
会
社
法
の
規
定
の
幾
っ
か
が
準
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
貸
借
対
照
表
の
規
定
が
総
て
の
資
本
会
社
に
適
用
と

な
る
の
は
当
然
で
す
。
近
年
の
判
例
の
傾
向
は
、
有
限
会
社
の
形
態
に
よ
り
有
限
責
任
を
利
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
疑
い
が
あ
る

(
幻
)

を
会
社
債
権
者
保
護
の
為
に
適
用
強
化
す
る
と
い
う
現
象
で
す
。
こ

と
き
に
は
損
失
補
償
の
規
定
(
株
式
会
社
法
三

O
二
条
、

三
O
三
条
)

の
問
題
が
非
常
に
さ
し
迫
っ
た
意
味
を
持
つ
の
は
、
多
く
の
有
限
会
社
が
税
法
上
は
自
己
資
金
で
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
本
当
は
他
人
か
ら

の
資
本
融
資
に
依
存
す
る
割
合
が
高
い
か
ら
で
す
。
他
か
ら
の
融
資
に
大
き
く
依
存
す
る
こ
う
し
た
有
限
会
社
は
景
気
の
低
迷
に
非
常
に
弱

く
、
し
ば
し
ば
倒
産
に
陥
る
の
で
す
。

さ
て
、
以
上
で
私
の
話
は
お
わ
り
で
す
。
皆
様
の
御
清
聴
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

〔
訳
者
あ
と
が
き
〕

本
稿
は

一
九
九
五
年
九
月
二
六
日
に
北
海
道
大
学
法
学
部
の
法
学
会
で
行
わ
れ
た
ユ
ン
ゲ
ン
・
ク
ン
ツ
氏
(
巴
「
宮
高

g
穴

EN)

演
の
翻
訳
で
あ
る
。
ク
ン
ツ
氏
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
の
ペ

l
タ

l
・
ア

l
レ
ン
ス
教
授
の
下
で
学
位
取
得
、
助
手
を
経
て
現
在
、
シ
ュ
ト

ウ
ッ
ト
ゥ
ガ
ル
ト
の
ロ

l
・
フ
ァ
ー
ム

(
ω
-
C
F開
・
円

0
0
ω
開
・

ω
(
V
5
2
0
↓
u日
ζ
E
N
b
司
〉
同
州
、
叶

Z
開

戸

〉

Z
J弓
〉
「
、
H
，
∞
同
ハ
〉
Z
N
F何
日
)

に
勤
め

て
い
る
。
司
法
修
習
を
日
本
で
も
経
験
さ
れ
、

日
本
の
幾
つ
か
の
大
学
(
東
海
大
学
等
)

で
の
講
演
の
経
験
が
あ
る
。
今
回
の
来
日
時
も
法

政
大
学
で
講
演
し
た
後
、
北
海
道
大
学
を
訪
問
し
た
。
講
演
の
後
に
非
常
に
有
意
義
な
討
論
が
あ
っ
た
が
、
録
音
を
忘
れ
た
た
め
こ
こ
で
紹

介
で
き
な
い
こ
と
が
残
念
で
あ
り
深
く
お
わ
び
し
た
い
。

注
(
1
)
本
稿
は
一
九
九
五
年
九
月
二
六
日
に
北
海
道
大
学
で
行
っ
た
講
演
に
注
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

北法47(2・384)786
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